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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、膵臓および消化管で発現するGタンパク質共役受容体のロドプシンサブファミリーに属するタンパク質をコードしています。コードされているタンパク質は、リゾホスファチジルコリンやオレオイルエタノールアミドなどの脂質アミドによって活性化され、血糖恒常性維持に関与している可能性があります。このタンパク質は、2型糖尿病の治療における潜在的な薬物標的です。[RefSeq提供、2010年1月]、機能：内因性脂肪酸エタノールアミドであるオレオイルエタノールアミド（OEA）およびリゾホスファチジルコリン（LPC）の受容体。グルコース依存性インスリン分泌刺激受容体として機能します。この受容体の活性は、アデニル酸シクラーゼを活性化するGタンパク質によって媒介されます。 G(s) 媒介経路を介して作用すると思われる。,類似性:G タンパク質共役受容体 1 ファミリーに属する。,組織特異性:主に膵臓、特に膵島で発現する。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	GPR119抗体を用いたMCF7細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	GPR119抗体を用いたK562細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	GPR119ポリクローナル抗体（1：1000希釈）を用いたCOLO細胞のウェスタンブロット解析
	

	GPR119抗体を用いたSH-SY5Yマウス腎臓溶解のウェスタンブロット解析。抗体は1:1000に希釈した。

